
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「エコ商品ねっと」は、多くの地方公共団体の調達

の際に参考にされています。 

グリーン調達方針に、「エコ商品ねっと（GPNデータベース）」の記載がある市町村の例 

 

・・・・  函館市、旭川市、石巻市、大和町、渋川市、小田原市、八千代市など 

環境省 「地方公共団体のグリーン購入及び環境配慮契約の実施のための取組支援」より 

☝ 尾道市の例（抜粋） 

船橋市の例（抜粋）☞

yajirusi  

・・・・  北海道、岩手県、仙台市、埼玉県、東京都、横浜市、大阪府、尾道市、佐賀市 など 

ホーム―ページで調達方針を公開している団体（GPN調べ） 

都道府県・政令市では76%が、全国

では４００超の地方公共団体が、物品

調達の際に、「エコ商品ねっと」を参

考にしています。 
 
※平成28年度、環境省「グリーン購入に関す
るアンケート調査結果」より 
https://www.env.go.jp/policy/hozen/green/g

-law/archive/refe/result_of_qs16.pdf 

グリーン購入が法律により義

務づけされている国及び独立

行政法人にもメールで「エコ

商品ねっと」の更新情報を配

信しています（希望組織）。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

渋川市の例（抜粋）☞ 

 

☜岩手県の例（抜粋） 



グリーン購入調達方針等で、情報収集源として「エコ商品ねっと（GPNデータ

ベース）」を記載している地方公共団体1（GPN調べ） 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

                                                   
1 調達方針等がホームページで公開され、かつ、情報収集源として「エコ商品ねっと（GPNデータベース）」

を記載している地方公共団体（2018年 11月時点） 

北海道／札幌市／函館市／旭川市／ 

釧路市／苫小牧市／江別市／千歳市 

青森県／弘前市／八戸市／岩手県／ 

宮城県／仙台市／石巻市／大和町／ 

秋田県／郡山市 

茨城県／栃木県／佐野市／日光市／矢板市／高崎市／ 

太田市／藤岡市／渋川市／埼玉県／さいたま市／ 

川口市／秩父市／本庄市／千葉県／市川市／船橋市／ 

松戸市／八千代市／東京都／文京区／大田区／中央区／

昭島市／小金井市／国分寺市／神奈川県／横浜市／ 

横須賀市／秦野市／厚木市／小田原市 

新潟県／五泉市／朝日町／石川県／

福井市／都留市／長野県／飯田市／

岐阜県／岐阜市／土岐市／静岡県／

富士市 

愛知県／春日井市／瀬戸市／近江八幡市／愛荘町／

京都市／宇治田原町／大阪府／堺市／寝屋川市／ 

藤井寺市／東大阪市／神戸市／西宮市／加古川市／

天理市／田原本町／和歌山県／田辺市 

北九州市／福岡市／佐賀市／熊本市／

別府市／宮崎県／鹿児島県／沖縄県／

宜野湾市 

鳥取県／岡山県／広島市／尾道市／

福山市／山口県／山口市／周南市／

徳島県／香川県／愛媛県／高知県／

南国市 



活用事例：横浜市役所様 

グリーン購入法適合商品を検索・確認するために「エコ商品ねっと」を利用。 

職員向けの eラーニングを通じて全庁へグリーン購入の推進を周知。 

 

横浜市は、平成 14 年度からグリーン購入法に基

づき、横浜市グリーン購入の推進に関する基本方針

及び横浜市グリーン購入の推進を図るための調達方

針を作成し、グリーン購入調達率 100%の目標を掲

げ、全庁で取組を進めています。 

横浜市では４月の人事異動に伴い、多くの担当者

が変更となり、初めて物品購入に携わる職員からベ

テラン職員まで、職員間での知識の差が大きいこと、

担当職員数が多く集合研修の実施は困難なことから、

グリーン購入の周知不足による適合品調達率の低下

を招かぬよう、効率的にグリーン購入法適合商品を

探せ、確認できる方法を各課の職員へ周知させるこ

とが必要でした。 

そこで横浜市は、平成 27 年度に環境省の「グリ

ーン購入・環境配慮契約実務支援事業」を活用し、

職員への周知・徹底を図るための eラーニング研修

資料を作成しました。e ラーニングコンテンツは基

礎編（10 分間）と実務編（10 分間）の２種類から

構成されており、グリーン購入法適合品の検索方法

の一つとして、グリーン購入ネットワーク（GPN）

が運営する「エコ商品ねっと」を紹介し、職員への

利用を呼び掛けています。また、GPN会員団体であ

る横浜市は「エコ商品ねっと」内にある「グリーン

購入法適合品かんたん検索」も活用し、各課の職員

がそれぞれアクセスし、利用しています。 

 

横浜市職員「横浜市では、グリーン購入法の特定調

達品目と判断の基準を参考にしつつ、独自の品目や

基準を加え、23分野、277品目をグリーン購入の対

象とし、全庁的にグリーン購入に取り組んでいます。

コピー用紙のような単価契約物品以外は各課が独自

に購入することになっており、各課でグリーン購入

法適合品かどうかを判別する必要があります。文具

類はカタログで確認できますが、照明や家具など、

様々な商品分野のグリーン購入法適合品を調べるに

は、何冊ものカタログやホームページを見る必要が

あり、物品購入の担当者の負担となります。その点、

「エコ商品ねっと」はグリーン購入法の対象分野を

網羅し、適合商品を検索したり、電子ファイルでダ

ウンロードすることができるため、大変便利です。

また、掲載情報が定期的に更新されるので、最新の

情報を得られますし、その商品分野でグリーン購入

法適合商品がどれくらいあるのかという相場観を掴

むこともでき、重宝しています。」 

 

  
Eラーニングの画面            「エコ商品ねっと」について説明する様子 

 


